
笛吹市民講座「スコレー大学」3学期講座受講申込書

11月１日（木）～20日（火）　午前９時～午後５時

期間を過ぎても定員に達しない講座は、各窓口に掲示して再募集をする場合があります。

規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。申込書は市

内各支所または図書館、各地域教育担当窓口などに用意してあります。また、このページのコピー

もご利用いただけます。なお、必ずそれぞれの講座番号と講座名をご記入ください。

○持参、郵送の場合

「笛吹市教育委員会�生涯学習課」窓口　または「各支所地域課�地域教育担当」窓口へ

（各施設などの閉庁日、休館日を除きます）

○ファックスの場合

「笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当」へ

　

〒４０６－００３５　笛吹市石和町広瀬６２６－１(スコレーセンター内)

　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会生涯学習課　生涯学習担当

　　　　　　　　　　☎０５５(２６３)７９５９　FAX０５５(２６３)７９６０

○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座もあり

ますので講座案内をご確認ください。

○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際、笛吹市民を優先させていた

だきます。

○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講決定者には、先にその負

担金を納入していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ必要な金額を振

り込んでください。期限までに納入されない場合は、キャンセルとみなされますのでご注意くだ

さい。

○受講者の都合で受講ができなくなった場合は、負担金の返金はできません。主催者の都合で講座

が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。

■ 募 集 期 間

■ 申 込 方 法

■申込・問合せ先

■そ� の� 他

住　所

電話番号

生年月日 明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日

ふりがな 男・女

申込者氏名

希望する講座番号 講　座　名

〒

1213 KOHO�FUEFUKI
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清
和
源
氏
（
せ
い
わ
げ
ん
じ
）
の
名

門
で
あ
る
武
田
氏
で
す
が
、
信
玄
の
父

で
あ
る
信
虎
が
、
甲
斐
国
を
統
一
し
て

戦
国
大
名
と
し
て
の
権
威
を
確
立
す
る

ま
で
は
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

　
特
に
、
応
永
24
年
（
１
４
１
７
年
）
、

武
田
氏
第
十
三
代
の
武
田
信
満
（
の
ぶ

み
つ
）
が
、
関
東
で
起
こ
っ
た
「
上
杉

禅
秀
（
ぜ
ん
し
ゅ
う
）
の
乱
」
に
関
与

し
て
敗
死
す
る
と
、
甲
斐
国
内
で
は
武

田
氏
の
一
族
で
あ
る
穴
山
氏
・

逸
見
（
へ
み
）
氏
、
守
護

代
の
跡
部
（
あ
と
べ
）
氏

の
他
、
中
小
様
々
な
領
主

層
が
勢
力
を
争
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
武
田
氏
は

甲
斐
守
護
に
任
命
さ
れ
な

が
ら
、
甲
斐
国
に
入
国
で

き
な
い
と
い
う
状
態
が
長

く
続
き
ま
し
た
。

　
康
正
（
こ
う
せ
い
）
元

年
（
１
４
５
５
年
）
、
武

田
信
昌
（
の
ぶ
ま
さ
）
が

わ
ず
か
９
歳
で
武
田
氏
第

十
六
代
を
継
ぐ
頃
に
は
、

守
護
代
の
跡
部
明
海
（
み

ょ
う
か
い
）
・
景
家
（
か

げ
い
え
）
親
子
が
勢
力
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
信
昌
は
、

寛
正
５
年
（
１
４
６
４
年
）

に
跡
部
明
海
が
亡
く
な
る

と
攻
勢
に
転
じ
、
翌
６
年
、

跡
部
景
家
を
小
田
野
山
（
お
だ
の
や
ま
）

城
（
山
梨
市
牧
丘
町
）
に
滅
亡
さ
せ
、

よ
う
や
く
甲
斐
守
護
と
し
て
の
地
位
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
宮
町
金
沢
の
広
厳
院
は
、
武
田
信

昌
と
土
地
の
豪
族
、
塩
田
長
者
降
矢
対

馬
守
（
ふ
り
や
つ
し
ま
の
か
み
）
が
、

寛
正
元
年
（
１
４
６
０
年
）
に
建
立
し

た
曹
洞
宗
の
名
刹
で
す
。
建
立
当
初
は

跡
部
氏
と
の
抗
争
の
最
中
で
し
た
が
、

抗
争
に
勝
利
し
た
後
の
文
明
19
年
（
１

４
８
７
年
）
に
、
信
昌
は
新
た
に
寺
領

を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

　
広
厳
院
に
は
、
こ
の
信
昌
の
寄
進
状

に
始
ま
り
、
信
縄
（
の
ぶ
つ
な
）
―�

信

直
（
の
ぶ
な
お
）（
信
虎
）
―�

晴
信
（
信

玄
）
―�
勝
頼
と
、
五
代
に
わ
た
る
文
書

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
代
は
文
明
19

年
か
ら
天
正
５
年
（
１
５
７
７
年
）
ま

で
約
１
０
０
年
に
及
び
、
僧
侶
た
ち
の

保
護
や
寺
領
の
寄
進
な
ど
、
武
田
氏
代
々

の
当
主
た
ち
が
、
厚
い
庇
護
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
天
正
10
年
（
１
５
８
２
年
）
３
月
11
日
、

織
田
信
長
・
徳
川
家
康
の
連
合
軍
に
攻

め
ら
れ
た
勝
頼
は
大
和
村
田
野
で
自
害
し
、

武
田
氏
は
滅
亡
し
ま
す
。
広
厳
院
七
世

の
拈
橋
（
ね
ん
き
ょ
う
）
和
尚
は
、
翌

日
現
地
を
訪
れ
、
勝
頼
主
従
の
亡
骸
を

集
め
て
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
約
１
０
０
年
間
に
わ
た

っ
て
武
田
氏
の
崇
敬
を
受
け
、
そ
の
滅

亡
に
際
し
て
は
供
養
を
行
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
広
厳
院
は
ま
さ
に
武
田
氏
の

興
亡
を
見
つ
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
広
厳
院
に
は
、
そ
の
後
も
加
藤
光
泰
、

浅
野
長
継
と
い
っ
た
甲
斐
国
の
支
配
を

任
さ
れ
た
大
名
た
ち
の
文
書
も
残
さ
れ

て
お
り
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

至
る
甲
斐
国
の
支
配
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

広厳院本堂

武田信昌寄進状

武田勝頼寺領安堵状




